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「
山
の
日
」
の
意
義
を
高
め
よ
う

理
事
長

彦

「山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
と
い
う

意
義
か
ら
８
月
Ｈ
日
に

「山
の
日
」

が
制
定
さ
れ
、
平
成
２８
年
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
先
立

っ
て
、

平
成
２７
年
度
に
も
関
連
す
る
行
事

や
企
画
が
催
さ
れ
ま
す
。

早
速
、
平
成
２７
年
３
月
２８
日
～

２９
日
に
東
京
で
、
全
国

「山
の
日
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
は
、
全
国

「山
の
日
」
フ
ォ

ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
で
、
こ
の
委

員
会
は

「山
の
日
」
協
議
会
、
警

察
庁
、
消
防
庁
、
文
部
科
学
省
、

林
野
庁
、
国
土
交
通
官
公
庁
、
環

境
省
、
お
よ
び
東
京
都
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
山
だ
け
で
は
な

く
、
山
に
関
わ
る
多
く
の
団
体
や

人
が

一
緒
に

「山
」
の
こ
と
を
考

え
る
催
し
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
愛
知
県
山
岳
連
盟
の
我
々

も
良
く
通
う
山
や
山
の
仲
間
の
こ

と
、
そ
も
そ
も
大
好
き
な

「山
」

と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
を
、

良
く
考
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

登
山
を
楽
し
む
人
は
多
く
が
山

岳
連
盟
な
ど
に
は
加
盟
し
て
い
な

い
人
た
ち
で
す
。
推
定
で
年
間
に

６
０
０
万
人
～
１
０
０
０
万
人
の

登
山
人
口
と
も
言
わ
れ
る
方
た
ち

も
、
こ
の

「山
の
日
」
に
は
関
心

を
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
登
り
を
し
な
い
人
た
ち
も
、

例
年
で
す
と
、
富
士
山
な
ど
の
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
環
境
問
題
、

ト
イ
レ
の
問
題
、
準
備
不
足
に
よ

る
道
迷
い
や
冬
山
で
降
雪
の
た
め
、

す
ぐ
に
は
下
山
で
き
な
い
か
ら
救

助
要
請
と
い
う
遭
難
↑
↓
事
故
な

ど
で
登
山
の
こ
と
を
知
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
は
、
平
成

２６
年
９
月
２７
日
Ｈ
時
５２
分
の
御
嶽

山
噴
火
事
故
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く

の
犠
牲
者
や
未
だ
見
つ
か
ら
な
い

方
た
ち
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
登
山
に
対
す
る

日
本
全
体
の
関
心
も
高
ま

っ
て
い

ま
す
。
我
々
が
社
会
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
は
、
ま
ず
自
ら
責
任
あ
る
安

全
登
山
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仲
間
と
お
互
い
の
実
力
を
考
え
て

計
画
し
、
準
備
し
、
出
か
け
る
前

に
は
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
や
登

山
届
を
出
す
こ
と
な
ど
が
、
自
分

と
仲
間
の
命
を
守
る
基
本
だ
と
思

い
ま
す
。

余
力
を
も

っ
て
、
そ
れ
ら
の
こ

と
を
近
く
の
会
員
以
外
の
人
に
も

伝
え
て
い
け
れ
ば
、
社
会
と
も
積

極
的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

「山
の
日
」
を
年
に

１
回
の
イ
ベ
ン
ト
日
に
終
わ
ら
さ

な
い
よ
う
に
、
そ
の
意
義
を
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

JL
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い
状
況
で
大
会
当
日
を
迎
え
る
こ

一
雪
が
降
り
積
も
り
、
ま
ず
競
技
参

一
連
の
関
谷
選
手
が
４
年
連
続
の
首

一
３
位
　
西
澤
　
　
浩

（大
山
Ａ
）
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第
３
回
鈴
鹿
山
系
連
絡
協
議
会

取

り
組安
み
や
討
議

藤
　
武
　
典

こ
れ
を
機
会
に
事
故
防
止
活
動

に
つ
い
て
議
論
を
盛
り
上
げ
た

い
。　
一
般
登
山
者
へ
の
安
全
登

山
意
識
の
伝
達
を
強
化
し
た
い

が
、
講
習
会
参
加
者
が
少
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
活
動
を
ご
教

授
願
い
た
い
。

〔岐
阜
〕

一
般
登
山
者
の
安
全
指

導
の
た
め
に
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
会

員
の
立
ち
上
げ
、
規
約
の
改
正

を
行

っ
た
。

講
習
会
も
実
施
し
５０
名
ほ
ど

の
参
加
が
あ

っ
た
。

（内
岳
連

会
員
半
数
以
上
）

〔大
阪
〕
鈴
鹿

へ
出
向
く
会
員
は

藤
内

へ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
多

い
と
思
わ
れ
る
。
大
阪
も
愛
知

と
同
じ
で
他
県

へ
の
排
出
県
で

あ
る
。
組
織
登
山
者
は
減
少
し

て
お
り
、
個
人
会
員
は
２
０
０

名
く
ら
い
に
な
る
。
講
習
会
参

加
者
は

一
般
が
７
割
、
組
織
登

山
者
が
３
割
く
ら
い
で
組
織
に

入
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

現
在
法
人
化
の
議
論
中
で
あ
る
。

〔京
都
〕
読
図
講
習
会
は

一
般
の

人
が
多
数
参
加
し
た
。
チ
ー
ム

レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
は
岳
連
の

み
で
実
施
。
講
習
会
の
内
容
で

対
象
を
分
け
て
い
る
。
北
山
な

ど
は
読
図
力
が
必
要
で
あ
る
。

脅
県
遭
対
の

〈不

１０
月
２５
日
～
２６
日
に
滋
賀
の
柾

葉
尾
町
の
自
治
会
館

（林
業
セ
ン

タ
ー
）
に
お
い
て
滋
賀
岳
連
の
取

り
ま
と
め
で
、
鈴
鹿
山
系
連
絡
協

議
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
兵
庫
、
大
阪
、
一只
都
、

滋
賀
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
岳
連

と
二
重
、
岐
阜
、
愛
知
の
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
メ
ン
バ
１
２０
数
名
で
し
た
。

議
題
と
し
て
、
各
岳
連
の
近
況

報
告
と
課
題
等
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

以
下
、
各
岳
連
の
活
動
報
告
を

遭
対
を
中
心
に
記
載
し
ま
す
。

〔滋
賀
〕
八
日
市
管
轄
で
は
今
年

度
８
件
の
遭
難
が
あ
り
、
防
災

ヘ
リ
が
出
動
。
岳
連
で
は
遭
対

組
織
を
持

っ
て
お
り
、
依
頼
に

よ
り
救
助
に
出
動
。
メ
ン
バ
ー

は
比
良
／
鈴
鹿
で
山
系
別
に
認

可
制
で
運
用
し
て
い
る
。

比
良
で
の
事
故
が
多
く
、
警

察

・
行
政

・
岳
連
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
た
。　
一
緒
に
行
動

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

っ
た
。

〔愛
知
〕
県
内
の
山
岳
遭
難
の
発

生
が
少
な
く
遭
対
協
議
会
の
活

動
も
有
名
無
実
に
な

っ
て
い
た

が
、
御
嶽
山
の
事
故
で
愛
知
県

民
の
被
災
が
多
く
、
活
動
に
対

す
る
機
運
が
わ
き
あ
が
っ
た
。

警
察
か
ら
岳
連
と

一
緒
に
登
山

経
験
を
と
い
う
話
が
あ

っ
た
が

実
現
し
て
い
な
い
。

〔二
重
〕
講
習
会
を
鈴
鹿
で
や

っ

て
い
た
。
３
割

一
般
で
７
割
が

岳
連
関
係
で
あ

っ
た
。　
一
般
を

タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
四
日
市
と
津
で

ベ
ー
シ
ッ
ク
の
講
習
会
を
実
施
。

県
遭
対
協
議
会
の
名
を
使
い
公

募
し
た
。
募
集
要
項
を
文
章
か

ら
目
を
引
く
ポ
ス
タ
ー
形
式
に

変
更
。
コ
ン
ビ
ニ
、
県
庁
の
売

店
に
も
お
い
て
も
ら
い
、
マ
ス

コ
ミ
も
飛
び
付
非
常
に
好
評
。

現
在
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
資
料
を
つ
く

り

（ビ
デ
オ
も
活
用
）
講
師
の

力
量
ア
ッ
プ
に
注
力
中
。

そ
の
ほ
か
、
遭
難
救
助
活
動

の
紹
介
等
あ
り
。
西
警
察
署
員

も
出
席
、
警
察

。
消
防
と
も
非

常
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
諸
問
題
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
、
２
日
間
、
各

県
と
十
分
な
議
論
が
さ
れ
、
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年

は
二
重
岳
連
が
取
り
ま
と
め
、
事

故
現
場
へ
出
向
く
等
も
考
慮
し
て

同
時
期
に
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
散
会
し
た
。

次
回
は
１０
月
３‐
日
～
Ｈ
月
１
日

に
二
重
県
で
開
催
予
定
。

登
山
者
ら
へ
噴
火
速
報

発
生
数
分
内

簡
潔
に

御
嶽
山

（長
野
、
岐
阜
県
）
の

噴
火
を
教
訓
に
、
登
山
者
や
自
治

体
へ
の
火
山
情
報
提
供
の
在
り
方

を
議
論
す
る
火
山
噴
火
予
知
連
絡

会
の
検
討
会
は
二
月
十
八
日
の
会

合
で
、
噴
火
発
生
か
ら
数
分
以
内

に
事
実
だ
け
を
簡
潔
に
伝
え
る
情

報
を

「噴
火
速
報
」
の
名
称
で
新

た
に
創
設
す
る
方
針
を
決
め
た
。

気
象
庁
は
検
討
会
の
議
論
を
踏

ま
え
て
、
携
帯
電
話
の
活
用
と
い
っ

た
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
構
築
し
、
今

年
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
導

入
を
進
め
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
噴
火
速
報

は
基
本
的
に
、
噴
火
を
監
視
カ
メ

ラ
な
ど
で
確
認
で
き
る
常
時
観
測

対
象
の
火
山
で
実
施
。
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
が
五
段
階
で
最
も
低
い
１

（平
常
）
で
新
た
に
噴
火
し
た
場
合

の
ほ
か
、
活
動
が
続
く
２
（火
口

周
辺
規
制
）
の
火
山
で
、
さ
ら
に

上
回
る
規
模
の
噴
火
が
起
き
た
場

合
な
ど
の
発
表
を
想
定
し
て
い
る
。

発
表
は
監
視
カ
メ
ラ
で
噴
火
が

確
認
で
き
た
ら
即
座
に
行
い
、
噴

煙
の
高
さ
や
方
向
な
ど
の
情
報
は

確
認
に
時
間
が
必
要
な
た
め
盛
り

込
ま
な
い
。
悪
天
候
な
ど
で
噴
煙

な
ど
が
見
え
な
い
場
合
で
も
、
空

気
の
振
動
や
噴
火
に
伴
う
微
動
の

発
生
を
観
測
機
器
で
捉
え

「
一
～

三
分
以
内
に
は
発
表
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（中
日
新
聞
）

名古屋駅前の山用品専門店

rert
T450-0002
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燕

岳

Ｏ
／
３０
～
１
ィ
）

岡
崎
山
岳
会

内

富

康

博

「年
末
年
始
を
山
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
燕
岳
登
山
を

新
人

・
初
級
者
を
含
む
６
名
で
実

施
し
た
。
机
上
講
習
や
雪
上
訓
練
、

装
備
チ
ェ
ッ
ク
や
各
種
技
術
の
復

習
等
万
全
の
準
備
を
し
て
臨
ん
だ
。

岡
崎
を
３０
日
６
時
に
出
発
、
９

時
に
宮
城
の
ゲ
ー
ト
ヘ
到
着
。
中

一房
温
泉
に
１６
時
前
に
到
着
。
温
泉

に
浸
り
１２
キ
ロ
の
林
道
歩
き
の
疲

労
と
冷
え
切

っ
た
体
を
癒
す
事
が

で
き
た
。
就
寝
前
に
天
気
図
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
翌
日
は
小
さ
な
低

気
圧
が
日
本
海
を
通
過
す
る
た
め
、

午
前
は
疑
似
晴
天
、
午
後
は
冬
型

に
な
る
と
推
察
さ
れ
た
た
め
昼
頃

ま
で
に
燕
山
荘
に
入
る
よ
う
登
る

こ
と
に
し
た
。
翌
朝
ア
イ
ゼ
ン
を

装
着
し
７
時
出
発
。
ト
レ
ー
ス
が

あ
り
歩
き
や
す
い
。
合
戦
小
屋
に

１０
時
着
。
こ
こ
か
ら
上
は
吹
き

っ

さ
ら
し
の
稜
線
だ
が
吹
か
れ
る
こ

と
無
く
燕
山
荘
に
到
着
。
午
後
に

な
り
予
想
ど
お
り
天
候
は
急
変
し

た
。
風
速
は
１５
ｍ
を
超
え
視
界
も

‐５
ｍ
程
。
新
人

。
初
級
者
に
こ
の

状
況
を
体
験
さ
せ
る
目
的
で
１４
時

山
項
に
向
か
っ
た
が
４０
分
程
行

っ

た
と
こ
ろ
で
危
険
と
判
断
し
引
き

返
す
。
冬
山
の
厳
し
さ
を
知
る
良

い
経
験
に
な

っ
た
。

夕
食
は
年
越
し
蕎
麦
と
振
る
舞

い
酒
も
付
い
た
年
越
し
メ
ニ
ュ
ー

で
、
食
後
は
年
越
し
宴
会
の
筈
で

あ

っ
た
が
、
遭
難
者
が
出
た
こ
と

で
そ
れ
は
中
止
に
な
り
、
盛
り
上

が
り
‘に
欠
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
気
象
条
件

の
把
握
と
的
確
な
判
断
の
必
要
性

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

元
日
の
朝
は
お
せ
ち
と
雑
煮
の

正
月
メ
ニ
ュ
ー
だ

っ
た
。
初
日
の

出
は
残
念
な
が
ら
霧
で
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
８
時
に
登
項
を
断
念
し

下
山
開
始
。
ト
レ
ー
ス
が
あ

っ
た

の
で
苦
労
せ
ず
に
中
房
温
泉
ま
で

下
る
事
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
単

独
山
行
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は

パ
ー
テ
ィ
山
行
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
た
。
メ
ン
バ
ー
の
力
量
や
体
力

を
考
慮
し
事
前
準
備
を
し
た
こ
と

や
、
状
況
を
見
な
が
ら
も
ペ
ー
ス

配
分
を
考
え
た
り
撤
退
の
決
断
を

す
る
な
ど
自
身
の
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
も
３
０
０
０

ｍ
級
の
厳
冬
期
の
山
に
登

っ
た
こ

と
で
、
防
寒
対
策
、
長
時
間
の
ア

イ
ゼ
ン
歩
行
、
体
力
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
良
か
っ
た
と
思
う
。

中
房
温
泉

へ
の
林
道
で

「今
年

が
最
後
の
燕
山
荘
で
の
年
越
し
で

す
」
と
話
さ
れ
た
方
が
合
戦
尾
根

で
遭
難
し
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

高気圧・低気圧と天気の関係

移動性高気圧におおわれると、風も穏やかでよく

晴れますが、高気圧の中心が過ぎ去った西イ貝」や南倶」

では雲が多くなり、低気圧に近づ<につれて天気は
だんだん悪くなっています。

このように、高気圧の圏内では良い天気ですが、

低気圧に近いほど天気は悪くなっています。しかし、

雲の増し方や雨の降りだし方は、そのときの高気圧

や低気圧の勢力や進行方向、速度、前線の強さなど

によって一様ではありません。

図は、移動性高気圧における天気分布の一般的な

モデル図です。 1つの低気圧が通過したあとには移

動性高気圧が現われ、そのあとにはまた低気圧がつ

づいています。天気分布も、高気圧の前面では晴れ

ですが、中心が通りすぎるとうす雲が広がりはじめ、

次第に雲が厚くなり、低気圧に近づくにつれてだん

だん天気が悪くなり、雨になっています。

一般に高気圧圏内では天気がよく、低気圧圏内で

は天気が悪いということは、よく知られていますが、

高気圧の圏内では、下降する気流があって雲はでき

にくくなっています。―方、低気圧のなかでは、上

昇する気流があるため、雲ができて天気が悪いので

す。同じ高気圧の圏内でも図に示したように、高気

圧の前面では天気がよいのは、下降気流がつよいた

めです。後面で雲が多いのは、温暖前線の北イ貝]にあ

たり、南方から暖気がはいあがって雲ができるため

です。

このような天気分布で天気は西から東に推移する

のが普通ですが、皆さんがどこに位置するかによっ

て、天気の変化が違ってきます。つまり、移動性高

気圧の中心付近に位置すれば、うすでもり程度で雨

も降らないこともあれば、前線や低気圧に近いとこ

ろに位置した場合、くもりや雨のまま推移すること

になるでしょう。また、地形によっても天気の変化

がちがうこともあり、高気圧の圏内でも雨の降るこ

ともあれば、低気圧や前線に近いところでも雨が降

らずにすむこともあります。低気圧や高気圧、前線

などの強さによっても大きくちがうこともあり、こ

こらが天気予報のむずかしいところです。

なお冬季、大陸の高気圧が張り出すと、日本海イ貝」

では天気が悪くなり雪が降るようになるのは地形的

影響によるもので、それも季節風の強さや、上空の

寒気の差によって大きくちがいます。

ぶ

/高
移動性高気圧と天気分布
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〔平
成
２７
年
度
〕

指

導

員

・
上

級

指

導

員

検

定

（
日
本
山
岳
協
会
公

認
指
導

員
）

録
会

（２
／
８
キ

ュ
ー
ブ
）

２
．
第
３
回
登
山
勉
強
会

（２
／

１０
東
三
、
２
／
１７
県
ス
ポ
）
木

田
３
．
自
然
保
護
委
員
総
会

（２
／

１０
県
ス
ポ
）
杉
本

４
．
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会

・
雪

山

ハ
イ
ク

（２
／
‐４
～
‐５
石
徹

白

。
ウ
イ
ン
グ
白
鳥
）
関
谷

５
．
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
下
見

（２
／
２８
猿
投
山
）
北
村

６
。
雪
山
技
術
講
習
会

（２
／
２８

～
３
／
１
大
日
ヶ
岳
）
本
田

７
．
愛
知
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
（３
／
７

猿
投
山
）

８
．
国
体
予
選
会

（４
／
２６
岡
崎

プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
）

９
。
２７
年
度
総
会
に
つ
い
て

１０
．
そ
の
他

▼
３
月
３
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
中
平
等
、

伊
藤
、
高
橋
副
会
長
、
北
村
理

事
長
、
杉
本
Ｔ
し
、
丹
羽
、
木

田
、
椙
山
、
岩
狭
、
関
谷
各
常

任
理
事
、
本
田
（陽
）
、
有
富

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
第
２
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
記

録
会

（２
／
８
キ

ュ
ー
ブ
）

２
．
第
３
回
登
山
勉
強
会

（２
／

１０
東
三
、
２
／
１７
県
ス
ポ
）

３
。
自
然
保
護
委
員
総
会

（２
／

１０
県
ス
ポ
）
杉
本
Ｔ
》

４
．
岳
連
親
睦
ス
キ
ー
大
会
、
雪

山

ハ
イ
ク

（２
／
１４
～
‐５
イ
ト

シ
ロ
、
ウ
イ
ン
グ
白
鳥
）

５
。
雪
山
技
術
講
習
会

（２
／
２８
、

３
／
１
大
日
ヶ
岳
）
本
田

６
。
そ
の
他

Ⅱ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
．
愛
知
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
（３
／
７

猿
投
山
）
北
村

２
。
日
山
協
競
技
部
ブ
ロ
ッ
ク
別

研
修
会

（３
／
１５
東
海
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
）
北
村

３
。
日
山
協
理
事
会

（３
／
１７
東

京
）
北
村

４
．
国
体
予
選
会

（４
／
２６
岡
崎

プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
）

５
．
愛
知
県
山
岳
連
盟
定
時
総
会

（４
／
１８
県
ス
ポ
）
椙
山
、
北
村

。
事
業
報
告
、
２７
年
度
事
業
計

画
、
決
算
案
と
予
算
案
他

６
。
そ
の
他

■
本
号
か
ら
各
会
の
有
志
に
、
過

去
に
印
象
に
残

っ
た
登
山
を
執

筆
願
い
、
会
報
に
華
を
添
え
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
今
年
は
熊
が
冬
眠
を
終
え
る
の

が
早
い
よ
う
だ
。
飛
騨
高
山
に

親
子
熊
が
出
没
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
あ

っ
た
。
ご
用
心
を
―

■
岳
連
主
催
事
業
の
参
加
者
が
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
。
事
業
内
容

の
充
実
を
計
る
と
共
に
、
理
事

の
み
な
さ
ん
―
お
骨
折
り
を
…
。

（Ｎ
）

春
山
遭
難
対
策
会
議

４
月
２‐
日
（火
）
ＰＭ
７

・
３０

県
ス
ポ
ー
ツ
会
館

リ
ー
ダ
ー
は
計
画
書
１０
部
持

参
し
て
出
席
く
だ、
さ
い

平
成
２７
年
度
実
施
の
指
導
員

。

上
級
指
導
員
検
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
所
属
山
岳
会
会
長
の
推
薦

を
得
た
上
で
左
記
内
容
を
確
認
さ

れ
、
期
日
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

記

１
．
受
講
資
格
　
受
講
年
度
の
４

月
１
日
現
在
２５
才
以
上
で
あ
り

各
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
こ

と
。
又
、
愛
知
岳
連
に
所
属
し

か
つ
連
盟
が
認
め
る
者
。

２
．
受
講
の
種
類
と
役
割

◇
指
導
員
＝
主
に
雪
山

・
岩
登
り

を
除
く
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
の

普
及
に
努
め
る
。

◇
上
級
指
導
員

（ア
ル
パ
イ
ン
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
）
＝
雪
山

。
岩
登

り
を
含
む
登
山
全
体
の
普
及
に

努
め
る
。

３
．
受
講
料

◇
指
導
員
　
５
３
，
０
０
０
円

◇
上
級
指
導
員
　
３
６
，
７
０
０
円

（規
約
改
正
に
伴
う
金
額
の
変
更

あ
り
）

４
。
実
技
検
定
実
施
予
定
日
と
場

所
。
２７
年
６
月
　
確
保
技
術
（未
定
）

。
２７
年
Ｈ
月
　
救
助
技
術

。
実
技

検
定

（豊
田
市
南
山
）

。
２８
年
１
月
　
登
攀
総
合

・
実
技

検
定

（豊
田
市
南
山
）

。
２８
年
３
月
　
雪
上
技
術

。
実
技

検
定

（御
岳
）

。
２８
年
３
月
　
筆
記
試
験

（愛
知

県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）

※
指
導
員
は
、
確
保
技
術
、
救
助

技
術
、
筆
記
試
験
に
出
席
、
受

験
す
る
こ
と
。

※
上
級
指
導
員
は
、
す
べ
て
の
科

目
に
出
席
、
受
験
す
る
こ
と

（共
通
通
信
講
座
は
別
途
受
講
）

５
．
申
込
み
締
切
　
２７
年
５
月
１５

日
必
着

６
。
申
込
み

。
問
合
せ
先

指
導
委
員
長

・
本
田
光
彦

（刈

谷
市
丸
太
町
５
１
Ｈ
　
ダ
イ
ア

パ
レ
ス
６
０
３
）

を
【”
一ｒ
″
一Ｑ
”
晏
二
一Ｃ
”
”
０
∩
）”
Ｂ
”
〓
・ｏ
ｏ
ヨ

□
０
５
０

ｏ
３
７
３
７

・
７
３
２
６

．●
常
一■
一■
一事
一一一一一一会
●
■

▼
２
月
３
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
中
平
等
、

伊
藤
、
高
橋
副
会
長
、
北
村
理

事
長
、
杉
本
Ｔ
》
、
高
木
、
星
、

丹
羽
、
椙
山
、
本
田
、
関
谷
各

常
任
理
事

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
指
導
員
集
会

（１
／
１３
東
三

１
／
２０
県
ス
ポ
）
本
田

２
．
高
体
連
第
２
回
登
山
部
委
員

△
ム

３
。
そ
の
他

Ⅱ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
．
第
２
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
記
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◆
４

ｏ
５
月
ス
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ー
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月  日 容内

4.7
4。 18

4。 21

5。 12

5。 19

常任理事会 (OMCビル)
平成27年度定時総会 (県スポーツ会館)

春山遭難対策会議 (県スポーツ会館 )
常任理事会 (OMCビル )
第 1回登山勉強会

平成27年度愛知県山岳連盟定時総会
。日 時 4月 18日 (土)PM 14:00～
・場 所 愛知県スポーツ会館大会議室
。議 題 事業報告、決算報告、役員改選他


